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研究概要 
 

目  的 
 
本事業では被研削材の立場に立った機械設計、砥石設計を第一コンセプトに掲げている。被研削

材に過度の力が一切かからない定送り荷重研削盤を開発し、各種材料に適した工具（砥石）と研削

条件のデータベースを構築することを目的とする。定送り荷重研削盤は、砥石が加工する距離分送

込まれる仕組みとなり、他社の強制送りとは違い、被研削材に負担を与えない。結局欠陥の低減に

つながる。また、所望する加工に対し研削エネルギー的考察の中から最適な砥石提供をすることが

出来る。研削機構を考えた場合、砥石の性能を最大限に発揮させるためには、砥石が切り進む面に

対しては定圧機構が望ましい。一方、寸法精度を確保するためには定寸機構が望ましい。本プロジ

ェクトでは、研削方向に定圧機構を、仕上面方向には定寸機構を適用した新しい研削装置を開発し

た。方式では、研削速度は定圧方式のために砥石の研削能力によって決まり、高能率な砥石を用い

ると、その砥石の能力を最大限に発揮させることができ、目詰まり等で研削能力が低下した場合で

も、表面粗さや平坦度などへの影響が少ない。また、研削押付力Fnと研削接線力Ftとからドレッシ

ングのタイミングの判断に有効なFt/Fnと、砥石とワークとのマッチングの指標である比研削エネル

ギーが算出でき、すばやい条件の最適化が可能である。 
 
 

 
研究内容 

 

定荷重送り機構研削盤（CFF）と既存の定速度送り機構研削盤（CSF）により研削を行った結果、定荷重

送り機構研削盤は切り込み深さの変化にともないテーブル送り速度が変化され、研削抵抗を制御

し、比研削エネルギーが一定になった。これは研削加工にかかる研削エネルギーの変化がない状態

で研削を行う事を示した。この研削加工により 520 μm の単結晶シリコンウエハーや１mm のアル

ミナ焼結体を厚さ 40 μm まで研削加工だけで超平坦、薄膜加工することが可能であった。しかも

この研削加工は１μm/pass の場合でも 50 分で加工することが可能であった。アルミナ焼結体の曲

げ試験により定荷重送り機構研削盤による研削加工は被研削材に無駄な加工損傷が非常に少ない

ことを明らかにした。また、研削面や断面のプロファイルは研削加工における欠陥が非常に少ない

状態であった。この研削加工の開発によって、上記に記載したセラミックスの高精度、高能率、低

コスト及び低欠陥加工を同時に実現することが可能になった。 
 



 
研究成果 
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